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２０２１年４月 26日発行 第 44号 

コロナ禍はますますひどくなるばかりですが

「朝の来ない夜はない」。来るべき教室再開の日に

備え、七夕でひよどり台小学校にプレゼントする

折り紙は作ってくれていますか？ 

 

●主役はあなたです 

 

こういう問いかけや考え方をするとどこか義務

になってしまい、面白くないと思います。折り紙

を折る時に共通することですが、あくまで自分の

練習したもの、または従来習ったものにひと工夫

加え、ちょっと目新しい作品に仕上げた、その成

果を子どもたちに見てもらい、喜びを分かち合お

うという気持ちで気楽に作っていただければ十分

です。主役はあなたです。今、折り紙に取り組ん

でいるあなたが主役ということを決して忘れない

でください。 

小学校へのプレゼントを考える時、ちょっとし

たストーリーを考え、それに沿って作品群を仕上

げていくと楽しさが倍増します。例えばパンダさ

んが好物の笹で舟を造り、舟遊びを楽しんでいる

としたらどうでしょう。「満月」の明るい光の中で

キツネとたぬきが、どんな会話を楽しんでいるか

想像するのも楽しいですよ。カニに貝殻をあしら

えば浜辺の光景が浮かんで来るなど、いくらでも

子どもたちが喜ぶストーリーが出来ます。「七夕」

に飾るのはこうあらねばならないと考える必要は

全くありません。発想を自由に拡げる方がより楽

しいプレゼントになり、子どもたちもより喜んで

くれるはずです。頭の体操と思って、いろいろ試

してみてください。 

 

「わ」の機関誌「ぎゃらりー わ」Ｎｏ93（2021年

４月号）の「新設グループ紹介」欄に、「おとなの折

り紙オリガミアン」が人形劇「ゆめのつづき」とと

もに掲載されました。 

 

プレゼントするのは自分のため 

習った作品にひと工夫を 

面白いストーリーを考えよう 


